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これからこれから今まち
　の
まち
　の 今 これから今………

　2年後の今頃は、東京五輪の感動

で酔いしれている頃だと思います。

7月24日から8月9日まで開催され

る史上最大のイベントは五輪の歴

史を塗り替えるにふさわしい大会

になればと願っています。

　競技数は史上最多の33種目。日

本選手のメダルラッシュやボラン

ティアによるおもてなしの笑顔の

数も過去最高を記録するに違いあ

りません。また、日本の持つ世界最

高の技術はアスリートや観客にも

大いに貢献し、今まで積み上げて

きた日本の文化や歴史は多くの外

国の皆さんを魅了するはずです。

　これからの2年間、次の時代へ

と続く、前向きで創造的な「可能

性」を皆さんともっと高めていき

たいと思っています。

　霞ヶ関カンツリー倶楽部で行わ

れるゴルフ競技では、「開催会場」

の市として狭山市も多くの役割を

果たすことになります。市でもさ

まざまなイベントを行っていきま

すが、オール狭山で大会の機運を

醸成していくためには、市民皆さ

んの協力が必要です。

　皆さんが持つ「可能性」が最大限

に発揮できるようアイデアを出し

合っていきましょう。

市長の主な動き
○7/2…入間川七夕まつりキックオフイ
ベント ○7/3…あいサポート運動キック
オフセレモニー、歩きたばこ・ポイ捨て防
止キャンペーン ○7/4・5・7・12…市立保
育所なつまつり ○7/12…埼玉県基地対
策協議会要望活動 ○7/14…都市対抗野
球大会・狭山市Honda応援 ○7/16…都市
対抗野球大会・鷺宮製作所応援 ○7/17…
夏の交通事故防止運動出陣式 ○7/31…
埼玉西部消防組合議会定例会

オール狭山で五輪を盛り上げよう！

ONE for ALL

ラッピングバスが七夕まつりをＰＲ

㉚

　7月3日㈫、市民交流セ

ンターで、狭山市と鳥取

県が「あいサポート運

動」の協定を結ぶ締結式

を行いました。

　「あいサポート運動」

とは、多様な障害の特性

や、障害のある方への必

要な配慮などを理解し、障害のある人に、ちょっとし

た手助けや配慮を実践することで、誰もが暮らしや

すい地域社会（共生社会）の実現を目指す運動です。

　平成21年11月に鳥取県で始まり、全国に広がって

います。県内では、富士見市や秩父市が近隣の町と共

同で協定を締結していますが、単独で締結した自治

体は狭山市が県内初となります。

　今後は、市内各地区であいサポーター研修を開催

し、この運動の輪を広げ、障害のある方もない方も暮

らしやすい地域社会に向けた第一歩となるよう、取

り組んでいきます。

問合せ障害者福祉課へ内線1592

  ジュニア・アスポート事業が埼玉県
のモデル事業に採択されました

  各種証明書の交付申請に必要な申請
書などがコンビニでプリントできます

　市の公式ホームページに掲載している、住民票の

写しなどの交付申請に使用する各種申請書や届出書

などを、コンビニエンスストアのマルチコピー機で

プリントできる「申請書コンビニプリントサービス」

を開始しました。

　市役所に来庁できない方やご自宅にプ

リンターがない方は、ご利用ください。利

用方法など詳細は、市の公式ホームペー

ジでご確認ください。

問合せ広報課シティプロモーション推進室へ内線7163

　アスポート事業とは、子どもに学習だけでなく生

活面や健康面からも支援する取り組みです。

　市では、これまで中学生と高校生を支援してきま

したが、今年度から対象を小学生まで広げ、小学生か

ら高校生まで切れ目なく支援することができるよう

になったことで、県のモデル事業として採択されま

した。

　引き続き、「子ども食堂」などとも連携し、支援員や

ボランティアの協力を得ながら、支援の一層の充実

を図っていきます。

問合せ福祉政策課トータルサポート推進室へ内線1010

  鳥取県と「あいサポート運動」の
協定を締結

小谷野市長（左）と野川聡鳥
取県副知事（右）

問
合
せ
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
２
９
５
９
‐
５
８
１
１

9月10日㈪～16日㈰は自殺予防週間

　

埼
玉
県
内
で
は
、平
成
29
年
の
一
年
間
に
１
千
１
８
２
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
以
降
８
年
連
続
で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、28
年
の
調
査
で
は
、若
い
世
代（
39
歳

〜
15
歳
）の
死
因
の
一
位
は
自
殺
と
な
っ
て
お
り
、深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
に

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
に

■
自
殺
の
原
因

　

自
殺
は
、「
健
康
問
題
」
や「
勤
務
問

題
」、「
学
校
問
題
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
悩
み
が
連
鎖
し
、心
理
的
に
追

い
込
ま
れ
た
結
果
、起
こ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。自
殺
を
個
人
の
問
題
と
せ

ず
、社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
と

捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
く

　

自
殺
を
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る
人
も
、

心
の
中
に
は「
生
き
た
い
」と
い
う
気
持

ち
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。周
囲
の
人
は
、

そ
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
き
、支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
ま
し
ょ
う
。

① 

変
化
に
気
付
き
声
を
掛
け
る

　

悩
み
を
抱
え
、過
剰
な
ス
ト
レ
ス
が

相談窓口 相談日時

保健センター☎2959‐5811 月～金曜日、8時30分～17時15分
（精神保健福祉センターは9時～
17時。予約制で来所相談のみ）、
祝・休日、年末年始を除く

狭山保健所☎2954‐6212

精神保健福祉センター
☎048‐723‐6811

社会福祉法人埼玉いのちの電話
☎048‐645‐4343

24時間受け付け

一般社団法人日本いのちの電話連盟
https://www.inochinodenwa.org

8月27日㈪～9月2日㈰、
16時～22時

NPO法
ほうじん

人さいたまチャイルドライン

10120‐99‐7777（携
けいたい

帯電
で ん わ

話可
か

）

16時
じ

～21時
じ

18歳
さい

以
い

下
か

が対
たいしょう

象　

5分分

か
か
る
と
、「
元
気
が
な
い
」「
体
調
不
良

の
訴
え
が
多
く
な
る
」「
周
囲
と
の
交
流

を
避
け
る
」「
遅
刻
や
早
退
が
増
え
る
」

な
ど
、行
動
や
体
調
に
変
化
が
現
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。そ
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
ず
、「
ど
う
し
た
の
？
」「
眠
れ
て
い

る
？
」な
ど
と
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

② 

気
持
ち
を
尊
重
し
、耳
を
傾
け
る

　

声
を
掛
け
た
相
手
に
は
、「
あ
な
た
は

一
人
で
は
な
い
」と
伝
え
、丁
寧
に
話
を

聴き

き
ま
し
ょ
う
。考
え
を
否
定
し
た
り
、

安
易
な
励
ま
し
は
逆
効
果
。気
持
ち
に
、

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

③ 

専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
る

　

下
表
の
相
談
窓
口
へ
遠
慮
な
く
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
心
身
が
疲
れ
て
し
ま
う
前
に

　

生
活
の
変
化
は
、ス
ト
レ
ス
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。心
と
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
た
め
に
、次
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

① 

睡
眠
…
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き

は
、普
段
よ
り
早
め
に
休
み
ま
し
ょ
う
。

就
寝
前
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
や

飲
酒
は
避
け
、寝
る
前
か
ら
心
身
に
安

ら
ぎ
を
与
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

② 

食
事
…
健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
、

毎
日
３
食
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③ 

休
養
…
気
分
転
換
の
時
間
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。深
呼
吸
で
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。適
度
の
運
動
で
疲

れ
に
く
い
体
づ
く
り
も
効
果
的
で
す
。

相談員からのメッセージ

　自殺を考えている人は、問題を一人で抱

え込み、「死ぬしかない」と、ほかの解決策を

見いだせない心理状態に陥ってしまうこと

があります。しかし、深く話を聴いていくと

「本当は、もっと生きていたい」という本心

に触れます。

　人生の中で「死んでしまいたい」ほどの問

題に直面することは、誰にでも有り得るこ

とです。苦しさを打ち明けること、一緒に問

題を解決する方法を考えることで、元気に

なっていくこともあります。

　しかし中には、うつ病などの精神疾患の

問題が存在している場合もあります。問題

が深刻化する前に専門機関へ相談すること

が大切です。

　皆さんの周りにも苦しんでいる人がいる

かもしれません。大切な人の命を守るため

に、できることを考えてみませんか。

気
付
い
て
く
だ
さ
い「
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

気
付
い
て
く
だ
さ
い「
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

狭山市公式ホ
ームページ


